
着色ガラスが熱割れしやすいのは、
ガラスの日射吸収率が大きいからです。
遮熱なはずのガラスが熱いのも同じ理由。
こんな場合、フィルムを室内から貼付すると
熱割れリスクはまずます高まってしまいます。
着色ガラスの交換ができない場合は、
ガラスにあたる日射を減らす対策が重要です。

ひさしやすだれもいいですが

日射熱だけを選択的に反射できる

iQUEフィルム を 外から施工 すれば、
着色ガラスが熱くなりすぎるのを予防でき、
暑さ対策と熱割れ対策をまとめて解消できます。

【着色ガラスへの日射調整フィルムの施工可否基準 】 【主な施工事例 】
日射吸収率60％の着色ガラス（FIX）で、窓際にブラインドが設置されている場合
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